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第８  水噴霧消火設備 

 

令第１３条及び第１４条並びに規則第１６条、第１７条及び第３２条の規定によるほか、次に

よること。 

 

１  加圧送水装置の設置場所 ☆ 

令第１４条第５号に規定される加圧送水装置の設置場所は、第４屋内消火栓設備３の規定を

準用する こと。 

 

２  水源 ☆ 

令第１４条第４号並びに規則第１６条第２項及び規則第１７条第３項の規定によるほか、 第

４ 屋内消火栓設備７の規定を準用すること。 

 

３  配管等 

配管、管継手及び弁類は、規則第１６条第３項第２号の２及び規則第１６条第３項第３号へ 

の規定によるほか、第５ スプリンクラー設備７の規定を準用すること。 

 

４  制御弁 

規則第１６条第３項第４号の規定によるほか、第５ スプリンクラー設備９の規定を準用す

ること。 

 

５  起動装置 

規則第１６条第３項第３号ホの規定によるほか、次によること。 

(1) 自動式の起動装置 ◇ 

閉鎖型スプリンクラーヘッド又は火災感知用ヘッド（以下、この第８において「起動用ヘッ

ド」という。）の開放若しくは自動火災報知設備の感知器の作動と連動して、次のア又はイに

より加圧送水装置及び一斉開放弁を起動できること。ただし、自動火災報知設備の受信機又は

総合操作盤（以下、この第８において「受信機等」という。）を設けている場所に常時人がお

り、当該起動装置の操作部と受信機等との離隔距離が歩行距離３０ｍ以下で、かつ、火災の際、

直ちに当該操作部を起動させることができる場合は、手動式の起動装置とすることができる。 

ア  起動用ヘッドによる感知方式をとる場合 

(ｱ) 起動用ヘ ッドは、標示温度が７９℃未満のものを使用し、１個の警戒面積は、２０㎡以下

とすること。 

(ｲ) 起動用ヘッド１個当たりの警戒面積は、当該取り付け面の高さに応じて、表１に示す数値

とすること。 
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≪起動用ヘッドの設置方法≫ 

感度種別 警戒面積 取付高さ 感度種別 警戒面積 取付高さ 

１種 
20 ㎡以下 7 ㎡以下 

２種 
20 ㎡以下 5 ㎡以下 

13 ㎡以下 10 ㎡以下 13 ㎡以下 10 ㎡以下 

 

(ｳ) 起動用ヘッドの開放と連動する場合のヘッドの設置は、第５スプリンクラー設備１７、(1)

から(3)までの規定を準用すること。 

(ｴ) 起動用水圧開閉装置の作動と連動して加圧送水装置を起動するものは、第５スプリンクラ

ー設備１１、(1)、アの規定を準用すること。 

 

≪起動用ヘッドの設置例≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ  自動火災報知設備の感知器による感知方式をとる場合 

(ｱ) 自動火災報知設備の感知器の作動と連動する場合の設置場所に適応する感知器の種別及び

感知区域は、第３節第１ 自動火災報知設備３の規定を準用すること。 

(ｲ) 感知器の種別は、熱式の特種（定温式に限る。）、１種又は２種とすること。 

(2) 手動式の起動装置 

手動式の起動装置は、第５ スプリンクラー設備１８、(3)の規定を準用すること。 

 

６  非常電源、配線等 

令第１４条第６号の規定によるほか、規則第１２条第１項第４号及び第４屋内消火栓設備９

の規定を準用すること。 

  

0.4m 以上 

はり 
フォームヘッド 

0.4m 以上 

A B C 

感知用ヘッド 

Ｂの部分が存在する場合は、Ｂの部分へも感知用ヘッドを設置することが望ましい。 

天井 



第２章 第２節 消火設備   第８ 水噴霧消火設備 

 

2 章 2-8-3 

 

７ 標識  ◇ 

種別 表示 
色 大きさ（㎝） 

設置場所 
地 文字 長辺 短辺 

手動式起動装
置の標識 

 
手動式起動装置 
（     ） 

 
※（ ）内には当該  
設備の種別を表示す
ること。 

赤 白 30 10 
直近の見や
すい位置 

ホース接続口
の標識 

 
ホース接続口 
（     ） 

 
※（ ）内には当該設備
の種別を表示するこ
と。 

 

 

 

  


